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【H30年】留萌川昭和63年洪水から30年行事

実施メニュー(案)

◎ 巡回パネル展：留萌市の官公施設、小学校などへのパネルのリレー展示

◎ 防災体験 ：るもい川まつりでの降雨体験装置などの屋外体験展示物

◎ 新聞への寄稿：日刊留萌新聞に経験者の寄稿を掲載

◎ 市広報誌掲載：市の広報誌への寄稿

◎ 開発建設部HP：ホームページの特設ページで紹介

◎ ラジオ放送 ：FMもえる

◎ 体感型防災アトラクション：『防災に関する謎解き』による防災体験とS63洪水についてレクチャー

近年、線状降水帯や地形性降雨により強烈な降雨の発生が増加する傾向であり、昨年の台風で
は道内で甚大な被害が発生している。

留萌川では近年大きな出水が発生していないが、強烈な降雨の発生の増加は全国的な傾向で
あり、洪水被害はいつ起こってもおかしくない状況である。

昭和63年洪水発生から30年の節目を迎え、改めて防災意識の重要性を広く伝える必要がある。

行事の趣旨

行事の目的

S63洪水発生から30年を迎えるにあたり、住民の防災意識の向上と洪水による先人たちの経験
を後世に伝承するため啓蒙行事を実施する
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災害発生時の対応や支援 【現地情報連絡員（リエゾン）派遣】 北 海 道 開 発 局

■ リエゾンの定義 ※リエゾン（Liaison）：「つなぐ」という意味のフランス語
自治体等において、重大な災害が発生し、又は恐れがある場合に、自治体及び北海道開発局相互の各種災害情報や自

治体の支援要望等について、迅速な情報収集・提供を支援する目的で派遣しています。
■ リエゾン業務・活動内容
・自治体の『災害情報、一般被害情報（人的被害・住家被害等）、応急対策活動情報等』の情報収集
・北海道開発局（留萌開発建設部が主）の『所管施設の被災情報、国道通行規制情報、災害対応状況等』の情報提供
・自治体の『災害対策用機械・資機材等の支援活動』の連絡調整

留萌開建のリエゾン派遣

【初山別村役場活動状況
（H27.10.2）】

【小平町役場活動状況
（H27.10.2）】

期 間 気 象

振
興
局

増
毛
町

留
萌
市

小
平
町

苫
前
町

羽
幌
町

初
山
別
村

遠
別
町

天
塩
町

H30.3.2～3 低気圧による暴風雪 2 2 2 2 2 2 2 2

H29.11.11～12 低気圧による暴風雨 2 2 2

H29.9.18 台風１８号 2 2

H27.10.2～3 低気圧による強風・越波 2 4 2 2 3 3 2 2

H27.2.10 暴風雪 4 1 2

H26.8.24 低気圧による大雨 1

H26.8.5 低気圧による大雨 2 2 2 2
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■ TEC-FORCEの活動状況（平成26年8月25日）
◇派遣人員： （ヘリ調査班）本局・稚内開建、道庁、寒地土研（計4名）

（砂防班）稚内・旭川・留萌開発建設部 2班（計9名）
◇調査場所：稚内市、礼文町の土砂災害発生箇所
◇調査概要：現地調査、がけ崩れ発生状況、応急対策・復旧方法の提案等

災害発生時の対応や支援 【TEC-FORCE派遣】

礼文小学校敷地法面被災状況調査

大規模自然災害が発生した場合、被災地を管轄する地方公共団体や地方整備局等が行う、被災状況の迅速な把握、
被害の発生及び拡大防止、被災地の早期復旧その他災害応急対策に必要な技術的支援を円滑かつ迅速に実施
するためにＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ※（緊急災害派遣隊）を派遣している：。 ※ Technical  Emergency  Control  Force

稚内市量徳寺裏法面被災状況調査

礼文町船泊村法面被災状況調査

礼文町役場における打合せ

■Ｈ２８年８月２０日からの大雨・台風１０号被害による調査状況

◇留萌開発建設部の派遣人員 ： ６班（延べ１６８人・日）
６市町村（剣淵町、名寄市、北見市、南富良野町、占冠村、清水町）

9月8日町道401号護岸崩壊9月2日村道トマム東1線

9月9日小林川護岸崩壊

9月2日松井川管理用道路

8月26日刈分川法面崩壊

8月26日風連南2番線崩落

占冠村 清水町

剣淵町 清水町

名寄市 南富良野町

北 海 道 開 発 局
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災害発生時の対応や支援 【災害対策用機械】

■ 北海道開発局では、災害時の緊急対応や情報通信の確保のための各種機材を全道各地に配備しており、災害時には
速やかに出動し被害の最小化を図っています。

■ これら機材は自治体の要請に基づき貸与することが可能です。
■ 大規模災害時には全国の地方整備局から機材が集結し支援を行います。

●地方自治体等への貸与

・最寄りの開発建設部又は道路・河川事務所へ、「被災状況」
「出動場所」「要請希望機械」等をお伝え下さい。

・機械のみの貸出を希望か、オペレーターを含めての貸出を
希望かも同時にお伝え下さい。

・災害対策用機械は無償貸与ですが、作業に必要な人員・燃
料等の最低限の実費は要請者の負担となります。

災害発生！

●配備状況

■北海道開発局では、地震、水害、及
び火山噴火等による様々な災害から
国民の生活と財産を守るために各種
の災 害対策用機械を保有し、道内の
みならず全国に出動出来るようにして
います。

北 海 道 開 発 局

北海道開発局 1 1

道央ブロック
札幌、小樽、室蘭

1 1 1 2 1 2 11 2 6 1 1 1 2 1 33

道南ブロック
函館

1 1 2  1  1  6

道東ブロック
釧路、帯広、網走（一部）

1 2 1 1 9 2 4 1 1 22

道北ブロック
旭川、留萌、稚内、網走（一部）

1 2 1 1 7 1 4 1 1 1 20

計 1 1 1 4 6 3 5 29 5 15 3 3 1 1 2 2 82
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　　　　　　　　　　　　　保有
　　　　　　　　　　　　　機械名
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　　ブロック名
　　開発建設部名

災
害
対
策
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

小
型
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

無
人
災
害
調
査
車

衛
生
通
信
車

情
報
収
集
車

対
策
本
部
車

待
機
支
援
車
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H29.2 幌延河川事務所に配備された排水ポンプ車（３０ｍ３／ｍｉｎ級）

災害発生時の対応や支援 【災害対策用機械の紹介】

照明車

夜間の災害現場におけ
る作業員の安全確保や、
被災現場の監視を行う
場合の照明として使用し
ます。
災害時の排水機場・水
門等の非常用電源とし
ても使用可能です。

対策本部車

車両後部を拡幅させるこ
とにより、現地対策本部
に必要なスペースを確保
出来ます。

各種情報通信機器が搭
載されており、場所を問
わず情報収集・連絡が可
能です。

衛星通信車

災害が発生した際に速
やかに現地に出動し、通
信確保及び情報収集・伝
達を行う機械です。

不感地帯がほとんど無く、
日本国内のほぼ全域で
通信確保が可能です。

●災害対策用機械の紹介

散水車
（給水装置付）

通常時は道路の清掃に
使用していますが、この
機械に給水装置を搭載し、
給水活動にも利用できる
ほか、公共施設等の給水
タンクなどにポンプアップ
する機能も備えています。

豪雨等による洪水時にお
いて、堤内にあふれた水
を排除します。

排水ポンプ、発動発電機、
照明装置、クレーン装置
等を搭載しており、ポンプ
設置から排水作業までの
作業を1台で行うことが可
能です。

排水ポンプ車

北 海 道 開 発 局
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災害発生時の対応や支援 【災害対策用機械の派遣】

衛星通信車土のう造成機

小形無人ヘリコプター 対策本部車 応急組立橋

災害対策用機械の活動状況

■北海道開発局では、地震、水害、及び火山噴火等による様々な災害から国民の生活と財産を守るために各種の災
害対策用機械を保有し、道内のみならず全国に出動出来るようにしています。

H22.8 低気圧による大雨（美唄市より要請）

給水車
排水ポンプ車

H23.3 東日本大震災への出動
（宮城県東松島市）

照明車

平成２２年８月大雨による天塩町での断水対応

北 海 道 開 発 局
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災害時の対応や支援 【留萌開発建設部】

■ 本機械は、洪水災害時において排水作業を行う機械です。排水ポンプ・発動発電機・照明装置・クレーン装置等を搭載して

おり、ポンプ設置から排水作業までの作業をこれ１台で行うことができます。台風等のシーズンには出動要請の多い機種の

一つです。

◇幌延河川事務所に配備

排 水 ポ ン プ 車 の 現 場 使 用 状 況 （ 名 寄 市 、 豊 頃 町 、 標 茶 町 ）

排 水 ポ ン プ 車 （ 30m3級／min ） 軽 量 ポ ン プ (7.5m3/台)
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自治体支援③－２ 災害対策用機械・資機材【留萌開発建設部】

■ 豪雨等による洪水時において、住民の安全や生活を確保するため、堤内に溢れた水を排除する資機材です。排水ポンプ車

とは異なり、自走不可、クレーン装置の装着はありませんが、排水ポンプ車と同様な高性能な小型ポンプを装備し、ポンプ設

置から排水作業までの作業を、発動発電機と一体で使用することで１台で行うことができます。

なお、能力は、一般的な排水ポンプ車（30m3級／min）の『1/3 （10m3級／min）の能力』があります。

◇留萌開発事務所、幌延河川事務所に配備

○排水ポンプパッケージ
全 幅：１．６ｍ
奥 行：１．２ｍ
全 高：１．５ｍ
質 量：６６０kg
排水能力：１０ｍ３／min
（ 排水ポンプ：５ｍ３／min×２台）
ポ ン プ：φ２００㎜、質量２４kg／台
揚 程：１０ｍ

設 置 状 況 ポ ン プ 投 入 状 況積 込 ・ 運 搬 状 況

○発動発電機
全 長：１．９ｍ
全 幅：０．９ｍ
全 高：１．２ｍ
質 量：１，０２５kg
定格出力：３７／４５kVA

（５０／６０Hz）
エンジン：ディーゼルエンジン
燃料タンク：１００Ｌ
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